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会
議
報
告

臨
時
会
議
と
12
月
定
例
会

議
の
内
容
を
抜
粋
し
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

臨
時
会
議11

月
５
日
開
催

定
例
会
議12

月
12
日
開
催

◇
報
告
１
件
・
議
案
４
件
に

つ
い
て
審
議

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
　
　
１
９
３
０
万
円
追
加

〇
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費

９
３
０
万
円

〇
現
年
発
生
災
害
復
旧
事
業
費

１
０
０
０
万
円

◇
９
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
施
設
、
中
束
の
荒
瀬
頭
首
工

か
ら
の
用
水
管

■
成
沢
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

変
更
請
負
契
約
の
終
結

・
変
更
前
の
請
負
金
額

２
億
１
７
６
２
万
円

・
変
更
後
の
請
負
金
額

２
億
１
０
２
１
万
円

・
変
更
請
負
契
約
に
よ
る
減

７
４
１
万
円

・
契
約
者
　
　
　
㈱
丸
徳
建
設

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
　
　
　
３
１
０
万
円
追
加

〇
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料

２
０
万
円

〇
村
商
工
会
補
助
金

３
０
万
円

◇
年
末
大
売
り
出
し
へ
の
補
助

〇
桂
の
関
温
泉
ゆ
〜
む
管
理
費

２
６
０
万
円

◇
ろ
過
機
電
動
三
方
弁
取
替
工

事
（
男
子
泡
風
呂
・
女
子
大
浴

場
の
ろ
過
機
）

再
点
検
で
交
換
の
必
要
性
を
確

認
し
た
た
め
で
す
。

〇
現
年
発
生
災
害
復
旧
事
業
費

６
０
０
０
万
円

◇
中
束
地
内
農
業
用
水
路
災
害

復
旧
工
事
分

〇
通
年
発
生
災
害
復
旧
事
業
費

（
林
道
）　
　

１
１
０
０
万
円

◇
林
道
新
関
沢
線
災
害
復
旧
工

事
増
工
分

〇
児
童
手
当
給
付
事
業
費

２
７
０
０
万
円

川
崎
哲
也

　
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

健
康
福
祉
課
長

　
国
の
制
度
で
あ
り
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
へ
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
令
和
６
年
10
月
か
ら

高
校
生
年
代
ま
で
拡
大
。
ま
た

所
得
制
限
も
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
　
　
　
　
１
０
万
円
追
加

〇
一
般
管
理
費
（
賠
償
金
）

１
０
万
円

◇
村
民
会
館
敷
地
内
で
発
生
し

た
村
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
物

損
事
故
の
損
害
賠
償

加
藤
和
泰

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
達
に
対
す

る
指
導
は
。

政
策
監

　
自
動
車
学
校
に
て
講
習
を
受

講
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
実

施
し
指
導
い
た
し
ま
す
。

■
陳
情
第
８
号

〇
年
金
積
立
金
を
活
用
し
て
安

心
し
て
生
活
で
き
る
公
的
年
金

を
求
め
る
陳
情

■
陳
情
第
９
号

〇
「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現

を
め
ざ
す
」
実
効
性
あ
る
学
校

の
働
き
方
改
革
、
長
時
間
労
働

是
正
に
係
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情

※
陳
情
第
８
号
お
よ
び
９
号
は
、

関
川
村
議
会
よ
り
、
国
に
意
見

書
を
提
出
し
ま
す
。

◇
議
案
14
件
、
同
意
３
件
、

諮
問
１
件
、
陳
情
２
件
に
つ

い
て
審
議

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）
１
億
８
９
７
０
万
円
追
加

〇
脱
炭
素
推
進
事
業
費３

０
万
円

◇
自
営
線
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

設
置
の
土
地
購
入
費
（
村
民
会

館
裏
の
私
有
地
33
・
16
平
米
）

〇
農
業
農
村
整
備
事
業
費

３
０
０
０
万
円

◇
鮖
谷
の
溜
池
の
測
量
調
査
、

事
業
計
画
策
定
委
託
料
と
天
神

平
上
堤
廃
止
工
事
増
工
分

〇
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費

１
０
０
０
万
円

◇
除
雪
車
３
台
分
の
タ
イ
ヤ
と

除
雪
に
よ
る
道
路
橋
梁
修
繕
分

鈴
木
紀
夫

　
早
め
の
交
換
は
出
来
な
か
っ

た
の
か
。

建
設
課
長

　
昨
年
度
も
点
検
し
て
い
た
が
、

成沢川完了工事

除 雪 車
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区分 件　　　名 結果

小
澤

　
　仁

加
藤
つ
や
子

川


　哲
也

近

　
　敬
志

近

　壽
太
郎

加
藤

　和
泰


橋

　正
之

菅
原

　
　修

平
田

　
　広

鈴
木

　紀
夫

臨

　時

12

月

定

例

〇　賛成　　×　反対　　　―　議案が議員本人に関する場合や議長は採決に参加できません。

議員表決結果報告

 議案 関川村国民健康保険条例の一部を改正する条例 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村老人医療費助成に関する条例の一部を改正する
条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 成沢川河川災害復旧工事変更請負契約の終結について － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 令和６年度関川村一般会計補正予算（第８号） － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村農地及び農業用施設災害復旧事業の分担金徴収
条例の制定について　　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　　　 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村一般職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村技能労務職員の給与の種類及び基準に関する
条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村国民健康保険診療所勤務医師の給与に関する
条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
関川村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 新潟県市町村総合事務組合の規約の変更について － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 令和６年度関川村一般会計補正予算（第９号） － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 
令和６年度関川村国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 令和６年度関川村簡易水道事業会計補正予算（第１号） － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 同意 
関川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

 同意 
関川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

 同意 
関川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

 諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 適任

 議案 損害賠償の額を定め和解することについて － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 議案 令和６年度関川村一般会計補正予算（第10号） － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 陳情 
年金積立金を活用して安心して生活できる公的年金を
求める陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

 陳情 
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方
改革、長時間労働是正に係る意見書の採択を求める陳情　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

 発委案 
年金積立金を活用して安心して生活できる公的年金を
求める意見書の提出について　　　　　　　　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

 発委案 
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方
改革、長時間労働是正に係る意見書の提出について　　　  － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
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問
　
関
川
村
水
道
事
業
検
討

委
員
会
で
の
協
議
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
き
た
の
か
。

 

村
長　
総
合
振
興
審
議
会
委

員
の
中
か
ら
各
地
区
１
名
ず

つ
を
住
民
代
表
と
し
て
お
願

い
し
、
計
８
回
委
員
会
で
審

議
を
お
願
い
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
と
下
水
道

事
業
の
経
営
状
況
を
説
明
し
、

料
金
改
定
を
含
め
た
今
後
の

両
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

 

問
　
委
員
会
と
し
て
今
回
の

答
申
に
至
っ
た
経
緯
は
。

 

村
長　
①
人
口
減
少
と
節
水

意
識
の
高
ま
り
等
に
よ
り
、

収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と②
老
朽
化
し
た
施
設
の
適
時

適
切
な
更
新
が
必
要
な
こ
と

③
現
在
の
料
金
水
準
を
維
持

し
続
け
た
場
合
、
収
入
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
に
頼

る
経
営
と
な
り
、
施
設
更
新

の
費
用
が
捻
出
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
以
上

の
３
点
が
主
な
経
緯
で
す
。

 

問
　
上
下
水
道
の
料
金
改
定

と
な
る
と
村
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
説
明
し
理
解
を
い

た
だ
く
か
。

 

村
長　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
料
金
改
定

に
つ
い
て
周
知
を
行
い
、
必

要
性
を
お
伝
え
し
な
が
ら
村

民
の
皆
様
か
ら
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 

問
　
一
昨
年
12
月
定
例
会
で

質
問
し
た
「
手
話
言
語
条
例

制
定
」
に
向
け
た
研
究
の
結

果
を
伺
う
。

 

村
長　
県
内
で
は
14
市
町
が

手
話
言
語
条
例
を
、
２
市
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例

を
制
定
済
み
。
村
で
は
、
手

話
言
語
に
加
え
、
広
く
視
覚

障
が
い
を
含
め
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
制
定
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

 

問
　
理
念
制
定
を
希
望
し
、

手
話
を
一
生
懸
命
学
ぶ
村
民

へ
の
対
応
は
。

 

村
長
　
手
話
を
学
び
、
村
内

に
活
躍
の
場
が
広
が
る
こ
と

は
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
「
共
生
社
会
の
実
現
」

に
お
い
て
、
大
変
重
要
と
考

え
て
い
る
た
め
、
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
充
実
な
ど
講

座
の
委
託
先
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
調
整
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

 

問
　
現
在
、
発
達
障
が
い
を

持
つ
子
ど
も
も
増
加
傾
向
で

あ
る
が
、
学
校
教
育
に
お
い

て
手
話
を
は
じ
め
障
が
い
特

性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
を
教
え
る
取
組

や
指
導
者
養
成
の
取
組
が
不

十
分
で
は
な
い
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
で
は
上
級
の
講

習
会
を
。
ま
た
、
他
市
町
村

で
の
講
座
や
研
修
会
参
加
時

の
支
援
を
社
会
福
祉
協
議
会

と
調
整
。
そ
の
上
で
保
育
園

で
行
っ
て
い
る
手
話
指
導
を

小
中
学
校
や
村
民
に
も
普
及

で
き
る
と
、
差
別
や
偏
見
の

解
消
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま

す
。

上下水道料金値上げ
住民へ充分な説明を

村　長　 ご理解いただけるよう丁寧に説明

手話言語条例制定の進捗は
村　長　 手話言語に加えコミュニケーション条例検討

加
か と う か ず ひ ろ

藤和泰 議員

加
か と う つ や こ

藤つや子 議員

復旧が完了した温泉橋水管橋

保育園での出前授業
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問
　
総
合
防
災
訓
練
の
課
題

点
と
今
後
の
対
策
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

村
長　
①
指
定
避
難
所
の
解

錠
の
具
体
的
な
仕
組
み
を
構

築
さ
せ
た
い
。
②
各
自
が
必

要
な
物
資
を
防
災
袋
や
リ
ュ

ッ
ク
に
入
れ
携
帯
し
て
避
難

す
る
よ
う
周
知
を
図
り
た
い
。

③
緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
確

認
や
避
難
し
た
後
の
避
難
所

開
設
運
営
な
ど
、
自
主
防
災

会
や
集
落
の
皆
様
と
実
際
の

動
き
を
確
認
す
る
訓
練
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

 

問
　
避
難
所
で
の
感
染
症
対

策
は
。

 

村
長　
令
和
２
年
度
に
コ
ロ

ナ
禍
で
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

令
和
４
年
８
月
豪
雨
災
害
の

と
き
は
、
体
温
測
定
や
手
指

消
毒
、
部
屋
を
分
け
る
な
ど

対
策
を
講
じ
た
。

 

問
　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ

い
て
運
営
方
法
を
含
め
各
避

難
所
に
拡
大
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

 

村
長
　
訓
練
実
績
が
少
な
い

状
況
な
の
で
、
ま
ず
は
飼
い

主
に
向
け
た
啓
発
を
行
い
、

訓
練
の
場
を
広
げ
、
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
の
訓
練
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

　

限
ら
れ
た
避
難
所
の
ス
ペ

ー
ス
を
避
難
住
民
と
ど
う
す

み
分
け
す
る
の
か
な
ど
、
短

期
長
期
の
避
難
の
あ
り
方
に

つ
い
て
課
題
を
整
理
し
て
い

く
。

 

問
　
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

効
果
は
。

 

教
育
長　
児
童
生
徒
の
学
力

の
向
上
や
、
学
校
で
の
意
見

交
換
・
情
報
共
有
が
し
や
す

く
な
っ
た
等
の
報
告
、
お
よ

び
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

 
問
　
健
康
被
害
や
学
習
能
力

へ
の
負
の
影
響
な
ど
、
教
育

デ
ジ
タ
ル
化
の
問
題
点
は
。

 

教
育
長　
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
視
力
・
姿
勢
な
ど

の
健
康
面
へ
の
影
響
、
機
器

や
情
報
の
取
り
扱
い
方
に
つ

い
て
は
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

 

問
　
構
想
に
つ
い
て
、
教
員

や
生
徒
、
保
護
者
な
ど
関
係

者
の
意
見
把
握
や
情
報
交
換

は
行
っ
て
い
る
か
。

 

教
育
長　
令
和
７
年
度
か
ら

の
構
想
第
２
期
に
向
け
、
関

係
者
へ
の
構
想
の
目
的
周
知

と
理
解
の
機
会
を
持
ち
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 

問
　
デ
ジ
タ
ル
教
育
と
村
の

自
然
を
掛
け
合
わ
せ
た
村
独

自
の
教
育
の
可
能
性
は
。

 

教
育
長　
机
上
の
学
び
だ
け

で
な
く
、
村
の
豊
富
な
自
然

や
文
化
資
源
を
活
か
し
、
体

験
を
通
じ
た
学
び
も
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。

観
光
地
域
計
画

 

問
　
村
の
観
光
地
域
計
画
の

活
用
状
況
は
。

 
村
長　

同
計
画
を
ベ
ー
ス

に
、
現
在
、
観
光
振
興
計
画

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
振

興
計
画
策
定
後
は
、
計
画
に

沿
っ
て
事
業
展
開
を
行
っ
て

い
く
。

総合防災訓練での課題と対策
村　長　 避難所開設運営の動きを確認

GIGAスクール構想進捗は
教育長　 教育のデジタル化が進み適切に運用されている

近
こん

　敬
た か し

志 議員

川
か わ さ き て つ や

㟢哲也 議員

電子黒板を使った授業の様子

避難所 受付の様子
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鷹
ノ
巣
道
路
現
地
視
察

　
同
道
路
内
の
１
号
ト
ン
ネ
ル
（
下
川
口
〜
大
内
渕
、

延
長
約
８
０
０
ｍ
）
掘
削
現
場
に
て
、
羽
越
河
川
国

道
事
務
所
長
よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
し
た
。

　
現
在
１
８
０
ｍ
ほ
ど
掘
削
が
進
ん
で
お
り
（
令
和

６
年
10
月
時
点
）
、
軟
弱
な
地
盤
へ
の
対
処
な
ど
の

理
由
で
、
工
事
は
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
工
期
は
令
和
７
年
末
ま
で
で
す
。

　
鷹
ノ
巣
道
路
は
平
成
８
年
に
整
備
区
間
に
指
定
さ

れ
、
計

画
の
見

直
し
な

ど
を
経

て
現
在

に
い
た

り
ま
す
。

早
期
の

完
成
が

望
ま
れ

ま
す
。

小
国
町
・
関
川
村
議
会
議
員
交
流
会

（
お
ぐ
に
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
小
国
町
教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
の
蛯
原
氏
よ
り
、

小
国
町
の
文
化
財
保
護
活

動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

同
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館

「
お
ぐ
に
ふ
る
さ
と
文
化

館
・
百
石
」
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

両
議
会
議
員
同
士
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

町
村
自
治
に
関
す
る
研
修
会

（
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
）

演
題
「
激
動
の
世
界
と
日
本
の
対
応
」

町
村
議
会
議
員
研
修
会
後
期

（
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
）

演
題
「
町
村
議
会
の
課
題
～
議
員
の
な
り
手
不
足
」

「
混
迷
す
る
世
界
の
読
み
解
き
方
～
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
誕
生
と
日
本
～
」

森
を
は
ぐ
く
む
地
域
づ
く
り
講
演
会

（
秋
葉
区
文
化
会
館
）

　
山
形
県
白
鷹
町
の
林
政
課
職
員
よ
り
、「
緑
の
循

環
シ
ス
テ
ム
」
と
題
し
、
同
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
に

木
・
森
・
山
を
活

か
す
」
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
同
町
に
お
け
る

平
成
25
・
26
年
の

豪
雨
・
土
砂
災
害

を
受
け
、
町
で
は

森
林
の
役
割
・
重

要
性
を
見
直
し
、

森
林
整
備
と
林
業

の
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

関
川
村
防
災
訓
練

（
村
民
会
館
）

　
訓
練
内
の
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
、
講
演
「
豪
雨

災
害
で
避
難
を
呼
び
掛
け
た
区
長
と
し
て
の
私
の
行

動
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
村
上
市
小
岩
内
前
区
長
松
本
氏
よ
り
、
豪
雨
災
害

時
の
様
子
、
同
地
区
で
の
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。
災
害
時
の
「
自
助
・
公
助
・
共

助
」
に
加
え
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
で
助
け
合
う
「
ご

近
助
」
が
大
切
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
自
治
会
館
）

演
題
「
広
報
広
聴
の
目
的
と
議
会
報
の
企
画
編
集
」

議
員
活
動
報
告

議
員
活
動
報
告

おぐにふるさと文化館展示室
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議会モニター『アンケート』

開かれた議
会を

目指してい
ます　令和６年12月定例会議アンケート（主な意見を抜粋）

1．議会を傍聴しての感想
●前回よりも進行速度が速くなって、改善されているのが感じられた。
●議員個人の質問になっていないか。議会で協議する内容か疑問なところもある。
●質問の内容に関していずれも興味深いものを取り上げていた。
●再質問の内容に対する熟考が必要。
回答：質問内容の吟味、答弁に対する深堀りできる質問等、自己研鑚に努めます。

2．議会に対する要望
●将来村を守るための質問、提案が物足りないと感じた。
●傍聴時に添付資料があり、分かりやすかった。
●傍聴に参加することにも勇気がいる。多くの方に傍聴してもらえたら。
回答：議会中継を検討しています。多くの方に議会への関心が深まるよう努めます。

議会だより第137号アンケート（主な意見を抜粋）
1．写真やレイアウトについて
●新しくオープンした村内施設の紹介も兼ねていて、村民への周知もできていて良い。
●写真が記事の理解度を上げる良い材料になった。
●記事が見やすくなった。余白は大事。
●気軽に読める媒体と感じさせてくれる。更に興味のある方向けに詳細を記したサイト等
があっても良い。

2．関心を持った記事は？
●村民の声・・・移住してきた方の声は、客観的に関川村を見つめ直す良いきっかけになる。
●議会モニターアンケート・・・数ある意見を簡潔にまとめている。
●一般質問、決算審査特別委員会

3．議会だよりに取り上げてほしい記事、議会情報は？
●研修や視察に行った際に感じたこと、学んだことをまとめたレポートを記載してほしい。
●今後の議会スケジュール

4．その他の意見
●一般質問の背景や途中の議論も分かりやすくまとめてもよいのでは。
●横書きバージョンに変更できないか。
回答：ＱＲコードを活用して詳細説明のあるサイトへアクセスできるよう検討します。
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津
つ　　　の

野 みつ子
こ

さん

（湯　沢）

関川村での半世紀

村民の声

一
、
湯
沢
・
高
瀬
と
の
ご
縁

　
胎
内
市
か
ら
湯
沢
に
嫁
い
で

半
世
紀
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

嫁
ぎ
先
は
、
高
瀬
に
土
産
物
屋

と
休
憩
所
を
兼
ね
た
お
店
を
経

営
し
て
い
た
の
で
、
高
瀬
で
暮

ら
す
こ
と
と
な
り
、
そ
し
て
妊

娠
後
、
勤
め
を
辞
め
、
そ
の
売

店
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
温
泉
街
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
団
体
客
を
乗
せ
、
昼
夜

何
度
も
往
復
。
ど
の
旅
館
も
全

館
満
室
、
経
営

者
は
寝
る
暇
も

な
く
、
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

　
売
店
も
同
じ

で
、
仕
入
れ
た

品
物
は
あ
っ
と

い
う
間
に
売
れ

る
毎
日
。
家
業

な
の
で
、
大
き

く
な
っ
た
お
腹

で
も
出
産
前
夜

ま
で
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
で
き
た

の
も
健
康
に
生

ん
で
く
れ
た
親

の
お
か
げ
と
感
謝
し
ま
し
た
。

　
平
成
に
入
り
、
消
費
税
が
導

入
さ
れ
、
税
が
上
が
る
頃
か
ら

温
泉
街
も
お
客
さ
ん
が
減
っ
て

い
き
ま
し
た
。
売
店
も
今
は
機

能
し
て
い
ま
せ
ん
。
東
京
の
弟

に
戻
ら
な
い
か
と
声
を
か
け
て

い
ま
す
。
家
族
も
い
て
、
難
し

い
よ
う
で
す
が
、
村
の
た
め
と

思
っ
て
何
度
で
も
ア
タ
ッ
ク
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
夫
婦
の
暮
ら
し

　
今
は
湯
沢
で
夫
と
二
人
暮
ら

し
、
二
人
三
脚
で
細
々
と
稲
作

を
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
菌
で
ボ

カ
シ
肥
料
を
作
り
、
化
学
肥
料

は
極
力
減
ら
し
、
安
全
で
美
味

し
い
コ
メ
を
全
国
に
発
送
し
、

お
か
げ
で
長
い
付
き
合
い
の
お

客
様
、
ご
家
族
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　
夫
の
趣
味
は
有
機
・
無
農
薬

野
菜
作
り
。
野
菜
の
お
裾
分
け

は
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
、
夫

の
生
き
が
い
で
す
。
ス
キ
ー
も

指
導
員
を
す
る
ほ
ど
で
し
た
が
、

わ
か
ぶ
な
ス
キ
ー
場
の
閉
鎖
後

は
、
ス
キ
ー
は
や
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
私
は
、
週
一
回
ズ
ン
バ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
で
も

楽
し
く
気
軽
に
ダ
ン
ス
が
で
き

る
の
で
お
勧
め
で
す
。
健
康
体

操
も
良
い
で
す
。
自
分
の
体
調

に
合
わ
せ
て
指
導
員
が
体
操
を

考
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
終
わ

る
と
体
が
軽
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
私
の
健
康
作
り
で
す
。

　
そ
れ
と
寝
る
間
も
惜
し
い
く

ら
い
夢
中
な
の
が
、
紙
バ
ン
ド

で
作
る
か
ご
編
み
で
す
。
奥
が

深
く
色
々
な
や
り
方
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
結
び
に
楽

し
み
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。
無
我
夢
中
で
無
心
に
な
れ

る
大
切
な
自
分
の
時
間
な
の
で

す
。

村 民 の 声

　
二
〇
二
五
年
最
初
の
議
会
だ
よ

り
で
す
。
改
め
ま
し
て
、
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
元
日
の
能
登
半
島
地
震

で
始
ま
り
、
各
地
で
自
然
災
害
が

多
発
し
た
年
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、

全
国
規
模
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
団
体
の
話
し
を
聞
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
能
登
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
様
子
を
伝

え
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
・
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方

達
を
募
る
活
動
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
困
っ
て
い
る
人
達
に
手
を
差
し

の
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
行
動
し

て
い
く
一
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
と
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委

員

長
　
加
藤
つ
や
子

副
委
員
長
　
加
藤
　
和
泰

委
　
　
員
　
近
　
壽
太
郎

〃
　
　
鈴
木
　
紀
夫

〃
　
　
近
　
　
敬
志

〃
　
　
川

　
哲
也

編
集
後
記


